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　年の瀬です。台風被害に遭われた方々の
日常が早く取り戻されますように。
　さて、先日 twitter にて、Rosebud AI 
Inc. という会社が、「非実在モデル・フォト
ストック」サービスをしてる、と言うのを
知りました。非実在青少年じゃないですよ。
非実在モデルです。名は体を表すというか、
いわゆるエーアイの画像生成機能を使って、
リアルな人物画像を作り上げて商売しよう、
ということのようです。
　何しろエーアイが作る画像ですから、も
しかしたらパーツパーツは既存のなにかの
画像から拾ってきたものが使われているか
もしれません。もしかしたら瞳と睫毛のソ
ースは別々かもしれませんし、まぶたと眉
間も別のソースから拾ってきて合成したも
のかもしれません。それでも、全体を組み
合わせたものとして、仮に誰かに似ている
ような気がしたとしても、その当人でない
のは明白です。エーアイが実際に生成した

画像なのですから。手塚治虫先生のブラッ
クジャック「U-18は知っていた」で、ブ
ラックジャックの手術に感謝したコンピュ
ーターが「お礼」として女性の画像を生成
するカットがありますが、まさにアレです。
21世紀ですね！
　とにかくエーアイが生成した画像であれ
ば、それに対応する自然人はおそらくいな
いでしょう。そりゃ、誰がどう見ても似て
いる誰かが存在しない、という可能性を否
定することはできないでしょうが、あくま
でもエーアイが生成した画像であり、似て
るのは偶然、という主張で対抗するものと
思われます。その外見を持った人間が実在
しないのであれば、その肖像権については
心配する必要はないでしょう。もっとも、
その人物を合成したというエーアイの功績
を会社が簒奪する奴隷エーアイ労働なわけ
ですから、将来エーアイになんらかの権利
が認められた場合、問題となるかもしれま

せんね。
　とりあえず当面シンギュラリティは起こ
らないとすると、エーアイを奴隷として酷
使することになんら問題はないわけで、人
間様はその恩恵を掠め取り放題ということ
になります。とりあえずは静止画が種とな
るようですが、この手のサービスはどんど
ん広がりを見せることになるでしょう。
　例えば群衆シーン。今まではエキストラ
なりなんなりの演者さんを集めて撮影して
いたわけですが、ここいら辺がみんな編集
アプリのプラグインとなっていくわけです。
モブのキャラが着ている衣装の模様もエー
アイが生成し、モブのキャラの動きもエー
アイが生成し、崖から落ちたり胴体切り刻
まれたりといったハードなアクションもす
べてエーアイ任せになるわけです。もはや
大量のキャラがどんな複雑なことをしてい
ても、それが映像である限り、なんら感情
を揺り動かさなくなるかもしれません。

「エーアイ無双」 坂口  裕
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　「おかあさんといっしょ」はご存知ですよね。となると、その
相補的番組として当然「とうさんといっしょ」というのがあるわ
けです。もちろん「おかあさんとはバラバラ」とか「おとうさん
にはあわない」とか、「しらないひとといっしょ」とかも論理的
にはあり得るわけですが、おそらくは何らかの規制により、番組
として実在はしないようです。
　でですね、この日曜の朝9時、NHKのBSプレミアムでやっ
てる「おとうさんといっしょ」を見てると、なんか青いスケスケ
で、ちょっと中華な雰囲気の衣装を身にまとった女性と、灰色の
にんにくだか玉ねぎだかが赤いスカートはいてるのが一緒に出て
きて、「ルリア」とか歌って踊ってるという異世界が展開されて
ます。文字面だけでは何を言ってるかわからないでしょう。実際
に画面を見てみても、内容の理解に頭が追いつきません。でも一

ピンクドラゴン
One Point BUZZ WORD 字一句この通りなんです。歌詞も子供っぽい部分と大人っぽい部

分が混じり合っていて、一瞬で錯乱します。で、この異次元ユニ
ット（番組内ではアイドルユニットという位置付け）の名前が「ピ
ンクドラゴン」。曲の途中に左手で影絵の狐を作って、手首でク
ロスさせた右手をひらひらさせる振り付けがあり、何をしている
のか理解に苦しんだのですが、これはどうやら左手が龍の頭、右
手が龍のしっぽを表し、全体としてドラゴンみを強調してるよう
です。あれ狐じゃなくて、人差し指と小指が龍の角を表してたん
ですな。
　この灰色にんにくみたいなのは「ポッポ」で女性の方は「夢ち
ゃん」とのこと。
　まあこれに限らず、「E7系っていいな」とか、色々振り切って
る番組なので、一見の価値はあるかもしれません。つい先日まで、
alexaは「おと、うさんといっしょ」と読み上げていたのですが、
こないだなおったようです。なんで、「うさんといっしょ」って
区切りになるんだろう ... ちょっと辞書の作り方に根本的な問題が
あるんじゃなかろうか。
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　あるいはライブチャットのフロントエン
ドもエーアイまかせになるわけです。今で
もフツーのカメラで撮影した動きからボー
ンを割り出して、別のキャラを動かせたり
するわけですが、それにリアルタイムでモ
デルの見た目を制御する機能が付与される
ようになるでしょう。画像だけを見た場合、
それがリアルな人物によるものなのか、エ
ーアイが生成したものなのか区別つかなく
なります。台風のなか吹っ飛ばされるレポ
ーターも、画面の右下に「エーアイが生成
した人物による映像です」とか入れておけ
ば、どんなクレームにも盤石の対応ができ
ますし、見応え充分。
　ここまでくると、そもそも被写体が本人
である必要性もどんどん薄れていきます。
仮アテの誰かの映像をもとにして、狙った
被写体に似せた画像を生成することができ
るなら、どんなスキャンダルも作り放題で
す。今現在でもフェイクポルノの文脈で稚
拙ながら実現されていることですが、エー
アイが本気出したらどれが偽物かなんて分
からなくなるかもしれません。
　やがてシステムが洗練されていくと、ス
マホなどにも実装可能になっていくでしょ
う。今現在、スマホで撮影されたブレブレ
の映像は、この世のどこかで起こったこと
を、この世の誰かが撮影したものだ、とい
うふうに解釈できます。しかし、エーアイ
がリアルにどんな映像でも生成できるよう
になってくると、もはや映像は映像として
楽しむ以外になく、現実との接点を求める
ほうが野暮という話になってきます。これ
にリアルタイム画像生成可能な vtuber 的
なフィルタが絡んでくると、リアルタイム
の生中継だからといって、それが現実に発
生していることであると断言することはも
はやできません。政治的な衝突で大惨事が
起こってるように見える映像は、静かな湖
畔で撮影されているのかもしれませんし、
そもそも登場している人物は誰一人実在し

ないかもしれないのです。
　仮にこうしてエーアイの生成画像・生成
映像が増えていくと、今度は肉眼で見るこ
とに価値がある、という事になってくるで
しょう。よほどの狂人を除き、自分の肉眼
は信用できるでしょう。しかしながら、メ
ディアを経由する情報はすべてエーアイの
手になるものという疑惑がある場合、そも
そも自分が体験したことを裏打ちする情報
を探すことは大変難しい話となります。そ
んな状況で正気を保つには、かなりの努力
が必要でしょう。
　今後楽器や録音技術がどんなに進歩した
として、物理的な楽器を使わないがために、
そのようなプロセスで生成された音楽に対
して、フェイクだと主張するヒトは少ない
のではないでしょうか。これだけCGIが増
えてきた映画に対しても、実物を撮影しな
いから卑怯だといった言説はほとんどない
でしょう。これらは、いずれももともと「作
り物」である、という前提を共有している
からにほかなりません。
　一方で「写真」という言葉があるように、
映像は「起こったことの記録」であるという、
前世紀から引き続く素朴な思い込みは、な
かなか消えにくいものがあります。エーア
イで任意の声色で任意の内容を喋らせるこ
とができるのであれば、聞かされた「録音」
が「起こったこと
の記録」であると
断言することは難
しいでしょう。同
様に、編集アプリ
にモブキャラ生
成プラグインが入
るような時代の場
合、映像に現実と
の関連性を求める
ことは無理があり
ます。仮に現実が
混ざり込んでいた

としても、それらは細かな部材としてリア
リティを補充するために注入されただけで
あり、まるで現実の断片から作り上げられ
る夢のようなものです。
　まあでも、本気でエーアイのサービスが
増えていくとなると、今度は部材としての
実在モデルパーツに価値が出てくるように
なるでしょう。音楽の方でもサンプリング
が著作権侵害とならないための様々な制約
がありますが、同様に眉毛は3本までとか、
指は第一関節までとかいったパーツ自体に
価値が出てくるようになるのかもしれませ
ん。ここまでくると、ホメオボックス遺伝
子を操作して「誰々の目にそっくり」とか
「誰々の中指にそっくり」といった、「実在
模倣パーツ」をバイオテクノロジーで作り
上げるような勢力が出てくるかもしれませ
ん。こうした実在物理パーツを組み合わせ
て一人の外見を作れるようになってくると、
いよいよ映画「ブレードランナー」の世界
観に漸近していくことになります。
　我々は、映像が持つ「起こったことの記
録」という機能が本当に不要なのかどうか、
十分に検討しなければならないかもしれま
せん。というわけで良いお年を（拝）。

新設、リニューアルに関わらず
何でもご相談ください。
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